
●
医
学
部
の
夢
破
れ
て

２
０
０
８
年
４
月
、
同
志
社
大
学
に
生
命
医

科
学
部
が
誕
生
し
た
。
同
志
社
系
看
護
学
校

（
京
都
看
病
婦
学
校
）
と
同
志
社
病
院
が
廃
止

さ
れ
て
、
１
０
２
年
が
経
つ
。
こ
の
歴
史
的
な

節
目
に
想
起
し
た
い
の
は
、
佐
伯
理
一
郎
で
あ

る
。日

本
に
お
け
る
産
婦
人
科
の
先
駆
者
で
あ
る

と
同
時
に
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
医
師
･
教
育
者
と

し
て
も
高
名
で
あ
る
。
同
志
社
出
身
者
で
は
な

い
が
、
新
島
襄
や
ベ
リ
ー
（J.C

.B
erry

）、
リ

同
志
社
人
物
誌

69

チ
ャ
ー
ズ
（L.

R
ichards

）
ら
が
１
８
８
７
年

に
創
設
し
た
、
同
志
社
の
看
護
学
校
や
病
院
に

関
与
し
た
だ
け
で
な
く
、
学
園
が
そ
れ
ら
を
手

放
し
た
時
、買
収
し
て
事
業
を
継
承
し
た
の
は
、

佐
伯
で
あ
る
。
仮
に
そ
れ
ら
が
医
学
部
に
発
展

し
て
お
れ
ば
、
間
違
い
な
く
そ
の
支
柱
と
な
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
。

●
同
志
社
の
サ
ポ
ー
タ
ー

佐
伯
の
貢
献
は
医
学
教
育
に
止
ま
ら
な
い
。

同
志
社
理
事
（
１
９
１
８
年
〜
１
９
１
９
年
）

を
務
め
た
ほ
か
に
、
女
性
宣
教
師
の
デ
ン
ト
ン

68

同
　
志
　
社
　
人
　
物
　
誌

98

佐
伯
　
理
一
郎

―
同
志
社
医
学
の
支
柱

「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
後
裔
―

（M
.

F.
D

enton

）
を
助
け
て
、
同
志
社
女
学

校
（
現
同
志
社
女
子
中
高
・
大
学
）
や
出
町
幼

稚
園
（
現
同
志
社
幼
稚
園
）
を
も
後
援
し
た
。

ま
た
新
島
が
将
来
の
大
学
用
地
と
し
て
買

収
、
確
保
し
て
お
い
た
旧
彦
根
藩
屋
敷
跡
（
寺

町
鞍
馬
口
の
７
４
３
１
坪
）
を
１
９
１
０
年
に

財
政
難
か
ら
同
志
社
が
売
却
し
た
と
き
、
そ
れ

を
５
万
２
千
円
で
購
入
し
た
の
も
佐
伯
で
あ
っ

た
（
拙
稿
「
佐
伯
理
一
郎
」
110
〜
111
頁
、『
同

志
社
山
脈
』
晃
洋
書
房
、
２
０
０
２
年
）。

町
医
者
に
し
て
は
、異
例
の
資
金
力
で
あ
る
。

資
金
の
出
所
は
、
判
然
と
し
な
い
。
あ
る
い
は
、

後
述
す
る
夫
人
の
実
家
が
陰
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で

あ
っ
た
の
か
。

●
熊
本
か
ら
東
京
へ

佐
伯
は
熊
本
県
阿
蘇
郡
一
ノ
宮
宮み

や

地じ

（
現
阿

蘇
町
）
に
生
ま
れ
た
。
生
家
跡
に
は
「
生
ま
れ

い
で
し
処

と
こ
ろ

と
き
け
ば
な
つ
か
し
き
　
己お

の

が
た
ら

ち
ね
に
逢
ふ
心
地
し
て
」と
刻
む
歌
碑
が
立
つ
。

父
は
阿
蘇
神
社
付
の
宮
侍
で
あ
っ
た
。
生
家
は

「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
宮
川
経つ

ね

輝て
る

、
市
原
盛も

り

宏ひ
ろ

の

家
と
三
軒
並
び
で
あ
っ
た
。
宮
川
た
ち
は
、
熊

本
洋
学
校
か
ら
帰
省
す
る
と
佐
伯
に
キ
リ
ス
ト

教
情
報
を
流
す
こ
と
が
あ
っ
た
（
佐
伯
義
一

「
佐
伯
理
一
郎
と
横
須
賀
」、
未
刊
）。

そ
の
結
果
で
あ
ろ
う
、
「
私
は
明
治
７
年

﹇
１
８
７
４
年
﹈、
年
甫は

じ

め
て
13
歳
の
時
か
ら
神

を
信
じ
ま
し
た
」
と
、
自
身
、
証
言
す
る
（
佐

伯
理
一
郎
「
幕
末
及
明
治
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ

医
師
の
活
動
に
就
い
て
」
69
頁
、『
基
督
教
研

究
』
24
の
１
、
１
９
５
０
年
１
月
）。

１
８
７
８
年
９
月
、
阿
蘇
山
麓
か
ら
県
立
熊

本
医
学
校
に
進
み
、
浜
田
玄
達
（
日
本
産
婆
学

の
開
拓
者
）
ら
に
学
ん
だ
。
１
８
９
２
年
７
月

１
日
、
卒
業
と
同
時
に
「
内
務
省
免
状
」（
医

師
免
許
）
を
授
与
さ
れ
た
。
11
月
、「
東
京
遊

学
」
に
旅
立
ち
、
有
斐
学
舎
（
熊
本
県
人
寄
宿

舎
）
に
入
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
学
習
に
取
り
組
む

傍
ら
、
熊
本
医
学
校
の
先
輩
、
北
里
柴
三
郎
か

ら
「
ア
ナ
ト
ニ
ー
」
を
習
っ
た
が
、「
僅
一
日

ニ
テ
中
止
」
と
日
記
に
記
す
。

そ
の
ほ
か
、
氷
川
町
の
赤
坂
病
院
医
師
、
ホ

イ
ッ
ト
ニ
ー
（W

.
N

.
W

hitney

）
の
知
遇
も

得
た
。
彼
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ペ
ン
シ
ル

バ
ニ
ア
医
科
大
学
を
１
８
８
０
年
に
優
等
で
卒

業
し
た
ク
エ
イ
カ
ー
（
フ
レ
ン
ド
派
）
の
宣
教

師
で
あ
っ
た
（
同
前
、
75
頁
）。
ホ
イ
ッ
ト
ニ

ー
は
聖
書
友
会
の
主
軸
で
、
佐
伯
は
日
記
に
、

同
会
に
１
８
８
３
年
12
月
に
入
る
、
と
記
す
。

キ
リ
ス
ト
教
求
道
で
言
え
ば
、
旧
知
の
宮
川

か
ら
、
同
じ
「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
小
崎
弘
道
の

紹
介
を
受
け
、
指
導
を
受
け
た
。
１
８
８
４
年

３
月
２
日
、
小
崎
の
第
一
基
督

キ
リ
ス
ト

教
会
（
麻
布
仲

町
の
粟
津
高
明
宅
が
仮
会
堂
）
で
小
崎
か
ら
洗

礼
を
受
け
た
。
そ
の
半
月
前
の
日
記
に
は
朱
点

を
振
っ
て
「
新
島
襄
氏
ノ
熱
心
ナ
ル
説
教
ニ
感

ズ
」
と
記
す
。
新
島
の
説
教
は
入
信
へ
の
有
力

な
ア
ク
セ
ル
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

●
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
へ

１
８
８
４
年
10
月
、
海
軍
軍
医
補
（
海
軍
少

尉
）
に
任
じ
ら
れ
、
横
須
賀
の
海
軍
病
院
に
赴

任
。
海
軍
機
関
学
校
で
英
語
を
教
え
て
い
た
歯

科
医
の
ギ
ュ
リ
ッ
ク
（T

.
C

.
G

ulick

）
や
、

本
井
　
康
博

（
大
学
神
学
部
教
授
）新婚当時の佐伯夫妻　1893年11月23日、夫人の出身

地、奈良県川上村大滝で挙式

生家跡地の歌碑　阿蘇神社近く
の熊本県阿蘇町宮地に立つ
（熊本県文化企画課提供）



教
会
講
義
所
）
を
助
け
て
い
た
の
で
、
佐
伯
も

そ
れ
に
加
わ
っ
た
。
佐
伯
日
記
に
は
、
集
会
で

は
「
内
村
氏
最
モ
勉
ム
」
と
あ
る
（
鈴
木
範
久

『
内
村
鑑
三
日
録
』
１
、
155
頁
、
教
文
館
、
１

９
９
８
年
）。

内
村
と
の
交
流
は
ア
メ
リ
カ
で
再
開
さ
れ

る
。
１
８
８
７
年
の
夏
に
ノ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

で
開
催
さ
れ
た
ム
ー
デ
ィ
ー
（D

.L.M
oody

）

の
夏
期
学
校
で
旧
交
を
温
め
た（
同
前
、239
頁
）。

つ
い
で
、
新
渡
戸
と
も
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

で
知
り
合
っ
た
。
そ
の
後
、
ふ
た
り
は
期
せ
ず

し
て
渡
独
す
る
。
新
渡
戸
が
ク
エ
イ
カ
ー
教
徒

の
エ
ル
キ
ン
ト
ン
（M

.
E

lkinton

）
と
結
婚

す
る
さ
い
、
周
囲
が
反
対
す
る
な
か
で
佐
伯
は

あ
え
て
賛
意
を
示
し
た
。

佐
伯
は
、
ド
イ
ツ
留
学
中
の
広
井
勇
（
札
幌

農
学
校
で
新
渡
戸
と
同
級
。
後
に
帝
大
教
授
）

と
共
に
た
だ
二
人
、
新
渡
戸
か
ら
結
婚
の
件
を

内
密
に
相
談
さ
れ
た
仲
で
あ
っ
た
。
新
渡
戸
が

ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
て
か
ら
挙
げ
た
結
婚
式
に
日

本
人
と
し
て
出
席
し
た
の
は
、
後
に
佐
伯
の
義

姉
と
な
る
土ど

倉ぐ
ら

政
子
（
同
志
社
女
学
校
卒
。
内

田
康や

す

哉や

外
務
大
臣
夫
人
）だ
け
で
あ
っ
た
の
も
、

奇
し
き
こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
佐
伯
は
新
渡
戸
の
後
を
追
っ
て

ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
。
新
渡
戸
は
ド
イ
ツ
在
留
日

本
人
の
行
状
が
芳
し
く
な
い
こ
と
を
見
聞
し

て
、「
純
潔
を
通
し
て
来
た
の
は
君
と
僕
だ
け

だ
」
と
佐
伯
に
し
み
じ
み
と
述
懐
し
た
と
い
う

（
拙
稿
「
新
渡
戸
稲
造
と
同
志
社
」
34
〜
35
頁
、

『
新
渡
戸
稲
造
研
究
』
13
、
２
０
０
４
年
）。

●
同
志
社
病
院
へ

帰
国
し
た
佐
伯
は
海
軍
軍
医
を
退
き
、
恩
師

の
小
崎
（
同
志
社
社
長
）
の
斡
旋
で
同
志
社
病

院
に
赴
任
し
、
院
長
の
ベ
リ
ー
を
助
け
た
。
以

後
、
新
渡
戸
や
内
村
と
の
交
流
も
復
活
す
る
。

と
く
に
彼
ら
が
京
都
に
居
住
し
た
時
は
、
旧
交

を
温
め
る
願
っ
て
も
な
い
好
機
会
と
な
っ
た
。

佐
伯
は
内
村
に
は
毎
年
の
よ
う
に
ク
リ
ス
マ

ス
･
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
金
銭
）
を
贈
り
、
不
遇
な

内
村
を
陰
で
支
え
た
（
拙
稿
「
佐
伯
理
一
郎
と

内
村
鑑
三
」
136
頁
、『
同
志
社
談
叢
』
19
所
収
）。

佐
伯
の
回
想
に
よ
る
と
、「
鑑
三
君
と
は
、

私
が
麻
布
中
町
の
教
会
を
小
崎
弘
道
君
等
と
創

設
し
た
時
分
の
同
教
会
員
で
あ
っ
た
が
、
米
国

留
学
を
も
共
に
し
、
爾
来
15
年
間
の
親
友
で
、

常
に
彼
の
指
導
を
受
け
て
居
る
が
、
殊
に
妻
の

最
大
の
愛
読
書
は
、
彼
の
『
聖
書
之
研
究
』
で
、

同
志
社
人
物
誌

71

横
浜
の
宣
教
師
、
ピ
ア
ス
ン
（L.H

.Pierson

）、

小
崎
ら
の
協
力
を
得
て
地
域
伝
道
に
励
み
、
つ

い
に
伊
藤
藤
吉
を
牧
師
に
横
須
賀
教
会
を
立
ち

上
げ
た
（
同
前
、
75
頁
）。

そ
の
後
、
共
立
東
京
病
院
勤
務
を
経
て
、
研

修
の
た
め
に
欧
米
に
派
遣
さ
れ
た
。
横
浜
の
ヘ

ボ
ン
（J.C

.H
epburn

）
の
紹
介
で
彼
の
母
校
、

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
医
科
大
学
に
入
学
し
た
（
同

前
、
70
頁
）。
看
板
教
授
の
オ
ス
ラ
ー
（W

.

O
sler

）
か
ら
指
導
を
受
け
た
唯
一
人
の
日
本

人
、
と
し
て
日
本
オ
ス
ラ
ー
協
会
（
日
野
原
重

明
会
長
）
で
は
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
が
、
当

時
の
佐
伯
の
手
紙
に
は
、
世
話
に
な
っ
た
５
人

の
教
授
の
中
に
オ
ス
ラ
ー
の
名
は
な
い
。

●
内
村
鑑
三
、

新
渡
戸
稲
造
と
の
交
流

さ
て
、
留
学
生
活
で
目
立
つ
の
は
、
内
村
鑑

三
や
新
渡
戸
稲
造
と
の
交
流
で
あ
る
。
実
は
、

内
村
と
は
、
東
京
で
開
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒

親
睦
会
（
１
８
８
４
年
１
月
）
で
す
で
に
邂
逅

し
て
い
た
。
当
時
、
内
村
は
小
崎
弘
道
や
長お

さ

田だ

時
行
が
杉
田
玄
端
の
出
張
所
（
尊
生
舎
）
で
開

い
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
集
会
（
東
京
第
一
基キ

リ

督ス
ト

70

同
誌
を
手
に
入
れ
る
と
、

幾
度
も
幾
度
も
繰
返
し
て

耽
読
し
て
い
る
」（
佐
伯

理
一
郎
「
我
家
庭
に
於
け

る
宗
教
教
育
」、『
基
督
教

世
界
』
１
９
１
２
年
７
月

11
日
）。
内
村
へ
の
心
酔

は
、
つ
い
に
は
「
内
村
会
」

誕
生
に
ま
で
発
展
し
た
。

一
方
、
新
渡
戸
と
の
交

流
で
あ
る
が
、
彼
の
同
志

社
理
事
就
任
は
、
佐
伯
と
同
時
で
あ
っ
た
。
あ

る
い
は
佐
伯
の
推
薦
か
。
デ
ン
ト
ン
を
新
渡
戸

に
紹
介
し
た
の
も
佐
伯
で
あ
ろ
う
。
デ
ン
ト
ン

の
サ
イ
ン
帳
に
は
、
新
渡
戸
の
立
派
な
サ
イ
ン

が
残
る
。

佐
伯
は
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
初
代
理
事
長
を
務

め
る
な
ど
、
社
会
教
育
に
も
貢
献
し
た
が
、
伝

道
に
も
す
こ
ぶ
る
熱
心
で
あ
っ
た
。
自
邸
内
に

独
力
で
教
会
（
現
キ
リ
ス
ト
伝
道
隊
・
清
和
キ

リ
ス
ト
教
会
）
を
立
ち
上
げ
、
家
族
や
教
職
員
、

学
生
の
信
仰
育
成
に
も
心
を
砕
い
た
。そ
の
際
、

京都看病婦学校のスタッフと学生　赤ん坊を抱いている左端の男性が、佐伯（1897年6月29日撮影）

清和キリスト教会の現況　京都市上京区室町通下長者町
上ル清和院町（京都ガーデン・パレス西隣）



夫
人
の
小こ

糸い
と

の
協
力
は
不
可
欠
で
、
佐
伯
家
に

お
け
る
宗
教
教
育
な
ど
は
、「
全
然
妻
に
一
任
」

し
て
い
る
、
と
述
懐
す
る
（
同
前
）。

●
土
倉
小
糸

妻
の
小
糸
は
、
土
倉
庄
三
郎
の
四
女
で
、
双

生
児
の
姉
（
大
糸
）
と
共
に
同
志
社
女
学
校
に

学
ん
だ
。
土
倉
は
「
吉
野
の
山
林
王
」
と
呼
ば

れ
た
資
産
家
で
、
自
由
民
権
運
動
の
パ
ト
ロ
ン

で
あ
る
と
同
時
に
、
新
島
の
大
学
設
立
運
動
に

も
共
鳴
し
、
真
っ
先
に
寄
付
（
五
千
円
）
を
し

た
後
援
者
で
あ
る
。
自
身
、
入
信
こ
そ
し
な
か

っ
た
が
、
数
人
の
子
息
は
同
志
社
英
学
校
へ
、

数
人
の
娘
た
ち
は
梅
花
女
学
校
、
つ
い
で
同
志

社
女
学
校
へ
と
送
っ
た
。
小

糸
は
姉
の
富
子
、
政
子
、
大

糸
に
続
い
て
同
志
社
女
学
校

を
卒
業
し
た
。

理
一
郎
と
小
糸
と
の
結
婚

式
で
は
、
原
田
助

た
す
く

の
補
助

を
受
け
て
海
老
名
弾だ

ん

正
じ
ょ
う

が

司
式
を
、
そ
し
て
媒
酌
人
を

デ
ン
ト
ン
が
務
め
た
（
司
式

者
ふ
た
り
は
と
も
に
、
熊
本

出
身
で
後
の
同
志
社
総
長
）。
デ
ン
ト
ン
と
共

に
小
糸
は
１
９
２
４
年
に
は
同
志
社
理
事
に
選

出
さ
れ
た
。
夫
妻
し
て
理
事
と
な
っ
た
例
は
珍

し
い
。
ち
な
み
に
大
糸
は
、
妹
の
小
糸
と
結
婚

式
が
同
日
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
夫
が
佐
伯
と

ほ
ぼ
同
期
に
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
医
科
大
学
を
出

た
医
師
、
川
本
恂
蔵
（
同
志
社
に
学
び
、
ア
メ

リ
カ
留
学
後
に
同
志
社
病
院
副
院
長
、
同
志
社

理
事
）
で
あ
る
の
も
奇
遇
で
あ
る
。

同
志
社
病
院
と
佐
伯
邸
の
跡
地（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
裏
）

に
は
、
石
碑
が
ひ
っ
そ
り
と
佇

た
た
ず

む
。
１
９
５
０

年
の
設
置
で
、「
受う

く

る
よ
り
も
與
ふ
る
は
福

さ
い
わ
い

也
」

と
刻
む
。
佐
伯
の
教
育
観
、
人
生
観
を
よ
く
示

す
聖
句
で
あ
る
。
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1862.4.3～1953.5.30

クリスチャン・ドクター。熊本県で誕生｡熊本医

学校を卒業後､東京へ出て受洗｡海軍医となって欧

米に留学し､帰国後､同志社病院に奉職｡京都看病

婦学校でも教える｡1897年､同志社病院と京都看

病婦学校の経営を同志社から一任される｡同志社

病院は1906年に廃止されたが､佐伯は看護学校の

ほかにも佐伯病院､京都産院､京都産婆学校をも経

営した｡

本
井
康
博
（
も
と
い
・
や
す
ひ
ろ
）

１
９
４
２
年
、
愛
知
県
生
ま
れ
（
65
歳
）。

１
９
５
５
年
、
同
志
社
中
学
校
入
学
。

１
９
６
９
年
、
同
志
社
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
２
０
０
４
年
、
神

学
部
教
授
。
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
を
専

門
と
し
、「
同
志
社
科
目
」
群
な
ど
を
担
当
。

『
新
島
襄
を
語
る
』
全
10
巻
を
刊
行
中
。

佐伯理一郎米寿記念碑
清和キリスト教会北隣に立つ


